
カナダにおける農業的土地利用の地域的変化＊
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Ｉ・序

カナダは，開拓の歴史が新しく，近代的資本主

義の展開の中で発展してきた点では，日本におけ

る北海道やNewZealandと共通している。また，

上記の国々における農業はそれぞれ地域的特徴を

もっているが，これらのうち北海道とカナダの農

業的土地利用において共通する農業限界地をみる

と，前者においては稲作を含む農耕の限界地がみ

られ，後者においては麦類の耕作限界地がみられ

る。

従来，カナダと北海道との対比を念頭におき，

耕作限界地又は耕境という視点からなされた地理

学的研究は見当らない。筆者は，以前から北海道

を対象として農業的土地利用の研究をしてきた

が，ここではカナダの農業的土地利用における近

年の変化について報告する。

不十分なものであるがここに報告し，諸先学の

御教示を切望する次第である。

11．課題と方法

本稿を含む筆者の研究は，カナダ･北海道･New

Zealandなどの農業的土地利用における耕境の比

較研究を目的としている。本稿は，その一部で，

カナダにおける農業的土地利用の推移を時期的・

地域的に明らかにし，耕境変化の動向')について

も考察する。

ここでは，カナダ全体における農業的土地利用

について検討した後，農業の中心であるPrairieｓ

(Putnam,，.Ｆ､＆Putnam,Ｒ､Ｇ,,1970)について，

censusdivision2)（以下調査区とする）毎の検討か

ら，土地利用の変化を地域的･時期的に考察する。

考察に際しては，カナダにおける従来の研究や筆

者の現地観察などを参考にしながら，1961年以後

＊本論はカナダ大使館に提出（1986年９月）した報告書

を基礎にし，第Ⅳ節を付加して考察したものである。
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のセンサス資料やLandsDirectorateの資料を使

用した。

Ⅲ．農業的土地利用変化の概要

(1)概況

カナダは，国土面積が世界で２番目に広く，世

界最大の食糧生産国・輸出国でもある。しかし，

その広大な国士は北半球の高緯度に位置してお

り，低温で且つ雨量が少ないなどの厳しい気候条

件,氷蝕を受けて岩床地の多い地形,山地や森林・

湖沼などが多いこと，などによって農業に利用で

きる土地3)は以外に少ない。その農業の分布は,作

物期間が長く土壌条件に恵まれている南部に限ら

れている（図１）。

農耕地の分布を１９８１年のセンサスからみると，

2,278,552,320ａｃｒｅの国士のうち農用地は僅か

162,816,032acre（7.2％）に過ぎない。また，カ

ナダ全体における主要農業地域（図１．５）は，

西部のPrairies（Alberta，Saskatchwan,Mani‐

tobaの三州）と東部のＳｔ・Lawrence川流域

（Ontario及びQuebec州)となっている。この農

業地域の北縁部はAlberta州の北緯５５度周辺に

見られ,南縁部はOntario州のＥｒｉｅ湖岸における

Ｕ､S､Ａ・との国境地帯（北緯４３度周辺）となってい

る。西部の農業地域においては，穀物生産が主体

であり，わが国周辺のSakhalin（旧樺太）中部以

北の地域に相当する。また東部のそれはより南に

位置し，各種の農業が営まれ，日本における青森

以北の地域に相当する。このようなカナダ農業に

おける限界地帯（図２）を1961年と1981年との

比較においてみると，開拓前線(前進的限界地帯）

と後退的限界地帯とが顕著にみられる（Beattie，

eta1.,1981)。前者は外延的耕境であり，後者は概

して人口集中地区周辺の内包的耕境に相当する

が,Alberta州ではRocky山地に接する部分にみ

られる。
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図１カナダにおける土地利用の概観石岡（1978）より作成

／
〈

表１カナダにおける農場面積・土地利用の推移（全国）
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Ｂ…後退地域

農用地の前進及び後退地域（1961-1981）

Beattie,Ｋ､Ｇｅｔａｌ．（1981）により作成

－１０－



表２農場面積・土地利用の推移

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニーーーーーーーーーーーーーー＝＝＝＝＝＝＝＝＝臣＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝亭＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

年次ＣａｎａｄａＡ１ｔａＳａｓＭａｎｊＮｅｗＦＰＥＮｏｖＳＮｃｗＢＱｕｅｂＯｎＫＢ、Ｃ
面覆計計％

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ーー一一一一一一一一一－一一一一一一ー一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－匹＝＝＝＝＝

（ａｃ）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（％）（?‘）（％）

屋１９５１１７４．０４６，６５４１００．０２５．５３５．４１０．２０．１０．６１．８２．０９．６１２．０２．７
割１９６１１７２，５５１，０５１１００．０２７．４３７．３１０．５０．００．６１．３１．３８．２１０．８２．６
面１９７１１６９，６６８，６１４１００．０２９．２３８．３１１．２０．００．５０．８０．８６．４９．４３．４
積’９８１１６２．８１６，０４２１００．０２９．０３９．４１１．６０．１０．４０．７０．７５．７９．２３．３

１９５１－８１－１１．２３０．６１２０．０３．５４．０１．４０．０－０．２－１．１－１．３－３．９－２．８０．６
－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一－－－－－－－－－－－一一一一一一

改１９５１９６，８５２，８２６１００．０２３．０４０．１１１．１０．００．７０．７１．０９．１１３．１１．２
１９６１１０３０４０３．４２６１００．０２４．５４１．７１１．６０．００．６０．５０．７７．６１１．６１．３

良’９７１１０８．１４８．８７７１００．０２６．３４２．９１１．８０．００．５０．４０．５６．０１０．１１．６
１９８１１１３．９６８，９４５１００．０２７．２４２．７１１．９０．００．４０．４０．４５．１９．８２．１

１世

１９５１－８１１７．１１５，１１９０．０４．２２．６０．８０．０－０．２－０．３－０．６－４．０－３．３０．９
－一一－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－一一－－－－－ーー一一一一一

ダド1９５１７７．１９３，８２８１００．０２８．７２９．６９．００．１０．６３．３３．２１０．３１０．６４．６
改１９６１６９，１４７，６２５１００．０３１．７３０．８９．００．１０．６２．５２．１９．２９．５４．６
良１９７１６１，５１６．７３７１００．０３４．２３０．３１０．１０．１０．５１．５１．４７．１８．３６．６
地１９８１４８，８４７，０９７１００．０３３．３３１．７１０．７０．１０．４１．５１．２７．２７．７６．２

１９５１－８１－２８．３４６０７３１０．０４．６２．１１．７０．１－０．２－１．８－２．０－３．１－２．９１．６
－－－－－－－－一一一一一一一一－－－－－－－－一一一一一一－一一一一一一一一一－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一ーー

緋１９５１６２，２１２．１４８１００．０２３．２３８．１１１．８０．００．７０．８１．１９．３１３．９１．１
１９６１６２，４３５，５３４１００．０２５．０３８．３１２．３０．００．５０．５０．８８．４１２．８１．３
１９７１６８．７６５０６７８１００．０２６．３３９．８１３．３０．００．５０．４０．５６．３１１．４１．６

地１９８１７６．ヨ1８，１９７１００．０２７．３３７．９１４．３０．００．５０．４０．４５．７１１．７１．８

１９５１－８１１４．３０６，０４９０．０４．１－０．２２．５０．０－０．２－０．４－０．７－３．６－２．２０．８
ー－ー一一一一一一一一ーー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－＝＝＝＝－

改１９５１１０．００５．１２６１００．０１１．１１４．４５．８０．１２．０１．６２．４２６．８３２．３３．４
良１９６１１０，２４７，８９６１００．０１６．３１３．６７．００．０１．６１．２２．０２２．６３２．２３．５
豆１９７１１０，２２５．４６４１００．０２６．９１９．２７．１０．】１．１１．１１．１１６．８２２．９３．９
地１９８１１０．８８４，３１８１００．０３５．９２２．１８．００．１０．８１．１０．９１０．１１‘1．９６．１

１９５１－８１８７９０１９２０．０２４．８７．７２．２０．０－１．２－０．５－１．５－１６．８－１７．４２．６
－一一一一一一一一－一一一一一一一－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一

且１９５１２２，０３２．０５７１００．０２８．１５８．４１１．４０．００．００．００．００．２１．５０．３
剛１９６１２８，２４３，３８６１００．０２６．４６０．８１１．４０．００．００．００．００．２０．９０．３
体１９７１２６．７４０，７２７１００．０２６．２６１．９９．９０．００．００．００．００．３０．９０．７
閑1９８１２３，９７３．９３４１００．０２２．７６９．１６．２０．００．００．１０．１０．６０．７０．７
地

１９５１－８１１．９４１．８７７０．０－５．４１０．８－５．３０．００．００．００．００．３－０．９０．３
－－－－－－－－－－一一－一一一－－－－－一一二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一一一一一一＝＝＝＝＝一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

Ａ１１劃．、Ａｌｂｅｒｔａ；Ｓ＆＄．、Ｓａｓｋａｔｃｈｗａｎ；Ｍａｎ１．．Ｈａｎｌ（ｏｂａ；

ＮＵｗＦ．．Ｋ巳ｗｆｏｕｎｄｌａｎｄ；ＰＥ．、ＰｒｉｎｃｅＥｄｗａｒｄ；ＮｏｖＳ．、ＮｏｖａＳｃｏｔｉａ；Ｎｅｗ８．．ＮｃｗＢｒｕｓｗｉｃｋ
Ｑｕｅｂ．、ＱｕｅｂＵｃ６ＯｎＬ．、ＯｎＬａｒｉｏ；８．Ｃ、、ＢｒｌｔｉｓｈＣＱｌｕｍｂｉａ；

Ｃｅｎｓｕ＄ｏｆＣａｎａｄａ（ＡｇｒｉＣｕｌｔｕｒｅ）各年次より作成

カナダにおける農用地面積の推移（表１．２）

をみると，全耕地面積は１９２１年の140,887,903

acreから１９５１年には２４％増の174,046,654ａｃｒｅ

となった。その後減少して１９８１年には162,816,

042ａｃｒｅとなったが，１９２１年のそれに比較すると

16％増であったものの,最大を示した１９５１年に比

較するとその93.5％に減少した。

カナダの農用地4)を改良地・非改良地別にみる

と，1921年には両者はほぼ同じ(50.2％：49.8％）

であったが,１９８１年にはそれが70％：３０％となっ

た。１９５１年以後農用地全体が減少しているので，

改良地の比率が著しく増大していることが分か

る。この改良地の顕著な増加（17,116,189acre）

は卵耕地(35.7％から47.0％に）と夏季休閑地(8.

5％から14.7％に）の顕著な増加と改良草地（5.

4％から7.0％に）の微増を内容とするものであっ

た。

(2)地域的変化

1951年における農用地面積(表２）l9bl牛における農用地血槙（表２）は174,046,

654ａｃｒｅで，このうちSaskatchwan州が35.4％

を占めて最も多く，次いでAlberta州25.5％，

Ontario州12.0％，Manitoba州10.2％，Quebec

州9.6％の順となっており，Prairiesで全体の７１．

２％を占めていた。その後，農用地面積は減少を続

けて1981年には162,916,042ａｃｒｅ（-6.5％）と

なったが,州別比率でみるとSaskatchwan州３９．

４％，Alberta州29.0％，Manitoba州（11.6％)，

Ontario州（9.2％）の順となった。

このように，カナダにおける農用地は東部地方

で減少し西部地方で増加した（図２）。その結果，

Prairiesの農用地はカナダ全体の約８０％を占め

るに至っており，この地域がカナダ農業の中心地

として比重を増してきたことが知られる。

以下，農用地として重要な耕地・改良草地・夏

期休閑地を，１９５１年と１９８１年との比較において，

－１１－



時期的・地域的にその動向を明らかにする。

<改良地＞この期間における改良地の推移(表２）

は，農用地の動向と同様，PrairiesとBritishCo‐

lumbia州で増加し，その他の州5)では減少してい

る。Prairiesでは21,352,012ａｃｒｅ増加して,全体

に占める割合は74.2％から81.8％に増大した｡特

に最も土地条件に恵まれたSaskatchwan州のそ

れはPrairieｓにおける増加分の４６％を占めた｡他

方Ontario州及びQuebec州（以下東部二州とす

る）では4,524,105acre減少して，その全体に占

める比率も22.2％から，14.9％に減少したが，こ

のうちQuebec州の占める比率（66％）はやや多

かった。また，東西両地域における改良地と非改

良地の全体に占める比率をみると，Alberta州と

Quebec州では改良地の占める比率の方がやや低

いが，その他の州では非改良地の比率の方が高く

なっている。これはAlberta州では地形的条件

（Putnam,，.Ｆ､＆Putnam,Ｒ,Ｒ・’1970）に恵ま

れず，Quebec州では人口集中地区周辺における

改良地の減少が大きかったためと考えられる。

<耕地＞耕地の推移を州別（表２）にみると，こ

の期間に増加したのはPrairiesとBritishCo‐

lumbia州及びOntario州であった｡Prairiesでは

東部二州の耕地面積（1981年：13,315,928acre）

を上回る15,325,656ａｃｒｅの増加がみられ，カナ

ダ全体の約８０％占めるに至った。特にAlberta州

における耕地の増加分はPrairiesの４２％を占め

て最も多かった。他方，東部二州のうちOntario

州でその増加(＋331,362acre)がみられたものの

Quebec州では耕地の減少（-4,451,159acre）が

目立ち，両州の合計では約６％の減少となった。

これらを実面積からみると，Saskatchwan州で

は，比率では横ばいながら5,306,735ａｃｒｅの増加

がみられた。同じくOntario州では331,362ａｃｒｅ

増加したものの，比率では2.2％の減少となった。

このように，Prairiesにおける耕地の増加は東部

二州のそれを大きく上回った。

<改良草地＞１９５１年には,全農用地面積の21.6％

（10,005,126acre）を占めるに過ぎない東部二州

に，改良草地の約６０％（5,920,562.7acre）が分

布していた(表２）。しかし，その後Prairiesでは

改良草地が増加し，1981年には全体の約66％(7,

189,072acre）を占めるに至った。

これを具体的にみると，東部二州では3,200,

997,320ａｃｒｅが減少し，Prairiesでは4,050,510

acreが増加している。このPrairieｓにおける改良

草地の顕著な増加分の約７０％はAlberta州にお

けるもの6)であった。東部のQuebec州では1,

589,158ａｃｒｅが減少してその全体に占める比率は

26.8％から10.7％に，またOntario州では同じく

1,611,839ａｃｒｅ減少して32.3％から14.9％に,そ

れぞれ顕著な減少を示した。

〈夏期休閑地＞夏期休閑地7)(表２）は，1951年の

22,032,057ａｃｒｅから，１９８１年には23,973,934

acreと約９％増加している。この夏期休閑地の約

98％はPrairiesに分布しており，その比率は１９５１

年及び1981年においても変化はなかった。しか

し，Prairiesの中で,Alberta州では745,145ａｃｒｅ

（1951年の5.4％)，Manitoba州では1,040,738

acre（同5.3％）減少したが，Saskatchwan州で

はこれらと対照的に3,711,700ａｃｒｅ（同10.8％）

と顕著な増加がみられた。東部二州では，1951年

の380,848ａｃｒｅ（全体の1.7％）から1981年には

0.5％の減少をみた。このうち，人口集積の著しい

Ontario州における減少は177,324ａｃｒｅであっ

て，Quebec州のそれの２．１倍と顕著であった。

1V・Prairieｓにおける農業的土地利用の変化

ここでは,資料の関係から,Prairieｓにおける農

業的土地利用の変化を農家数．経営規模・土地利

用の内容（表３）などから，各州の調査区（図３）

別に近年の変化(1961-1981）及び1981年の現状

について考察する。尚，改良草地・夏期休閑地の

調査区別の検討については，既に触れているので

ここでは省略した。

１．農家数．経営規模の推移

〈農家数＞カナダの農家数は１９４１年には732,

832戸であったが，その後減少を続け，１９６１年の

480,903戸に対し１９８１年にはその66.2％に減少

した｡Prairiesにおいては,その期間にAlberta州

79.3％，Saskatchwan州71.7％，Manitoba州

68.1％となり，いずれも全国平均以下の減少にと

どまった。

これを各州の調査区別にみると，Manitoba州

では，州都Winnipeg周辺の１０．１１．１２及び山地

に近い１．１９の各調査区で著しく減少し，
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表３Prairiesにおける土地利用の変化（1961年に対する1981年の変化）

Ａ＝1961Ｂ＝1981Ｂ/Ａ（％)Ｄ＝CensusDivision

＜ＭＡＮＩＴＯＢＡ＞＜ＳＡＳＫＡＴＣＨＷＡＮ＞＜ＡＬＢＥＲＴＡ

＜農家規模＞＜土地利用＞＜農家規模＞＜土地利用＞＜農家規模＞＜土地利用
農 用地農用地農用地

農家数経規模面積改良地耕地農家数経規模面積改良地耕地農家数経規模面積改良地

州計６８．１１５２．５１０３．６１１３．７４０．９７１．７１３８．８９９．５１１２．８１２１．３79.3126.0100.0122.4
●●●ＤＣ●●●●●●●●●●e●■●●●●●●●●●●ＣＯ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●●､●●●●●●●●●●●。●●●●●●0●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

０－１３４．０１４０．７４７．９４０．９６９．６７５．７１３２．４１００．２１１５．９１３０．９８３．６１０４．６８７．５１１６．７

，－２５２．５１２５．２６５．６５９．５１５９．５７４．７１２６．３９４．３１０９．５１１６．８８０．７１１６．３９３．８１１３．９

，－３８５．２９８．６８３．３１１０．０１１５．７６９．１１３６．８９４．６１０５．６１０１．４７６．７１１３．３８６．８１１３．２

，－４７３．５１０２．３７５．２８０．３３３７．０７３．３１４５．２１０６．４１１７．１１１３．１７４．７１３０．３９７．３１３２．７

，－５６９．３４０２．８２７９．３２８４．８７３．３７２．５１４０．３１０１．８１３０．８１５１．９７３，５１２７．２９３．４１０４．８

，－６４９．０１７８．４８７．３６９．５１２８．９８０．７１２６．６１０２．２１１０．３１１８．７８９．１１０２．５９１．４１０９．８

，－７６３．３１３８，８８７．８９８．８１５３．６７４．７１２９．４９６．６１０８．７１０４．３７４．２１３５．１１００．３１２２．３

，－８７９．３１２４．０９３．８１０９．３１７１．４７５．６１２０．７９１．３１０５．４１０３．３８５，６１２１．５１０４．０１２４．６

，－９６８．５１５３．９１０５．４１３２．８８４．７６６．０１６０．７１０６．１１２３．１１４２．４３８．９１３５．１９２．５５９．３

，－１０２５．７１５０．０３８．６５５．０１３．４６６．０１４１．５９８．８１１７．６１３１．５６９．９１３９．７９７．７１１４．８

，－１１８．９６０．９５．４８．５８０．６９３．３１１８．３１１０．４１１５．７１２４．２８２．４１２３．７１０２．２１１９．２

，－１２３１．６７６．５２４．２６３．７６２．６６７．１１４１．６９４．９１００．６１０２．９６９．８１４６．４１０２．３１２４．３

，－１３５４．５５３．９２９．３４３．３２０７．３７３．７１３４．８９７．３１０８．８１１３．８７４．３１３６．８１０１．７１２２．９

，－１４９５．４１２１．９１１６．３１４２．１３６５．９６５．７１５６．５１０２．８１２０．１１４８．３８４．１１２９．５１０８，７１６４．９

，－１５１５５．５２０５．０３１９．４３１９．２４０１１９．２６３．０１４８．９９３．７１０３．６１１８．１９２．０１５２．８１４０．７１６８．５
，－１６１，１３５．０１２６．７１０４３７．７３，６１５．２２１９．７６６．６１５１．０１００．６１１９．３１３０．３
，－１７１１１，６１９８．９２２２．１１８４．８２２３．２７９．１１４２．３１１２．５１４２．０１６１．３

，－１８９９．７１５１．５１５１．２１７７．６２２．６９．１１８６．９１７．１２２．３１８．６

，－１９１２．６４５４．１５７．３２５．２７００．９

，－２０１９４．６４２１．０８１８．６６７２．l
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Saskatchwan州に接する15.16.17.20の各調査

区では逆に増加した。Saskatchwan州及び

Alberta州ではこの期間にすべての調査区で減少

しており，特に前者においては北限地である調査

区18(9.1％)，後者においてはRocky山地に接す

る調査区９（38.9％）で著しい減少をみた。

〈経営規模＞農家の経営規模を全国的にみると一

貫して増加を続け，１９６１年には358.8acre，１９８１

年にはその１．４倍の511.4ａｃｒｅに拡大した。この

全国平均の拡大に対し，Prairiesにおいては同期

間にSaskatchwan州では１．９倍（952acre)，

Alberta州１．６倍（813acre)，Manitoba州では
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Winnipeg北方の調査区１８とSaskatchwan州に

接する調査区２０で著しい増加が認められた。逆

に，Winnipeg周辺の１０．．１１．１２及び'３の調査

区では，農家数の減少と同様，著しく減少した。

Saskatchwan州及びAlberta州における総体的

変化の傾向はManitoba州と同様であるが，とも

にManitoba州におけるような調査区毎の著しい

格差はみられなかった。

<改良地＞この期間のPrairieｓにおける改良地

の動向（表２）をみると，Saskatchwan州では

112.8％,Alberta州では122.4％,Manitoba州で

は113.7％であり，何れも二倍以上に増加してい

る。しかし，各州の調査区別にみると，その増加

が州平均を上回る地区とそれ程でもない地区とが

みられる。

これらを具体的にみると，Manitoba州では

Saskatchwan州に接する１６．２０調査区で著しい

増加が認められ，Winnipeg周辺の２．１０．１１．１２

及び１３の各調査区では同州平均を著しく下回っ

た。Saskatchwan州では北方限界地の調査区

尭乙,２

乏妻

Ａ…ｗheat， Ｂ…smallgrain， Ｃ…cattle

図４PrairiesにおけるCensusDivision別にみた農業のタイプ（1981）

l981CensusOFCanada,96-920,ｐ,９７より作成

1.3倍（639acre）と拡大している。

これを各州の調査区別にみると（図５)，Man‐

itoba州では，Winnipeg周辺の３．１１．１２及び１３

の各調査区では縮小したが,Saskatchwan州に接

する調査区や北部の５．１９．２０調査区などでは逆

に４倍以上に拡大しており，これらは耕境の前進

地帯（図２）として示される。Saskatchwan州及

びAlberta州における経営規模はこの期間にす

べての調査区で拡大したが，前述のManitobaの

一部地区におけるような顕著な縮小はなかった。

２．土地利用の推移

く農用地面積＞総面積に占める農耕地（表１）の

比率は全国的には，1941年（13.5％）に以後は減

少を続けているが，Prairiesにおける農用地面積

の同期間の変化をみると，Saskatchwan州では

99.5％，Alberta州では同率，Manitoba州では

103.6％であった。

しかし，各州の調査区別にみると，増加地区と

減少地区とが対照的にみられる。Manitoba州に

おける調査区別増減はほぼ同数であるが，特に
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みると増加が州平均を上回る地区とそれ程でもな

い地区とがみられる。これらの変化は栽培作物と

も関係するので，農作物販売額からみた営農のタ

イプを図５に示した。

耕地の変化を具体的にみると，Manitoba州で

はSaskatchwan州に接する１６．２０及び５．１５の

各調査区で著しく増加し，Winnipeg周辺の１．

２．６．１１．１２及び１３の各調査区では同州平均を
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18(22.3％)を除いて，またAlberta州ではRocky

山地を含む調査区９（59.3％）を除いて，両州の

その他のすべての調査地区では二倍以上の増加と

なっている。

<耕地＞この期間における耕地の変化(表２）は，

Saskatchwan州では121.3％，A1berta州では

133.6％,Manitoba州では142.1％であり,何れも

二倍以上に増加した。しかし，各州の調査区別に
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下回った。Saskatchwan州及びAlberta州では，

後者のRocky山地を含む調査区９を除き,両州の

すべての調査区で二倍以上の増加となっている。

Ｖ・要約

以上において，筆者は，カナダにおける農業的

土地利用の変化を，その外延的耕境の変動に留意

しながら，時期的・地域的に考察してきた。得ら

れた成果は以下のように要約される。

１)農用地面積は，1961年と1981年とを比較する

と，１１州中７州で減少した。しかし，Prairiesと

BritishColumbiaでは農用地面積が増加し,Prai‐

riesのそれは全国の８０％を占めるに至った。本論

では，この変化を農家数．経営規模・耕地の内容

から明らかにした。

２）Prairiesにおける変化は次のように纏められ

る。Manitobaの農用地面積は三州のなかで最も

少ないが,CensusDivision毎の農用地の増加と減

少の巾は他の二州より大きかった。Saskatchwan

における農用地面積・一戸当たり平均経営規模は

三州の中で最も大きいが,Province全体における

増減の巾は比較的少なかった。Albertaの農用地

面積はSaskatchwanに次いで多く，そのCensus

Division毎の変化はSaskatchwanに類似してい

るが，ImprovedPastureの増加が他の二州より

多かった。

３）農用地はPrairiesの外延部で拡大したが，い

くつかのCensusDivisionでは農用地が減少し

た。特に農用地の減少においては，Winnipeg周辺

におけるような,内包的耕境の後退と，Alberta州

の調査区９におけるような，外延的耕境の後退と

が顕著にみられた。

尚，本論での考察は主としてCensus資料を中

心としているため,その考察のスケールをCensus

Divisionsより細部にすることはできなかった。ま

た，土地利用の時期的・地域的変化に焦点をおい

たため，農業構造については十分な考察はできな

かったので機会をみて検討したい。

付記本稿は，カナダ外務省の「カナダ研究講座拡

充計画｣による資金援助によって,Calgary大学に

留学(1986年６月２０日一同８月８日）した折りに

入手した資料と現地での観察を参考にしたもので

あり，カナダ大使館,Calgary大学地理学教室と主

任Rosenvall教授をはじめとする同教室の

Stuff,その他関係各位に厚く感謝の意を表する次

第である。

〉王

1）本論では，農業のタイプによって耕境がどのように異

なるかについては，十分検討できなかった。

２）CensusdivisionはＭａｎｉｔｏｂａ州では２３，

Saskatchwan州では１８，Alberta州では１５に分けられ

ており，その広さは区々であるが，農業の限界地帯では

広大な面積を有する。図４に示した農業のタイプの範囲

が現実の農業分布（1981）と一致する。

3）農業のタイプと自然条件（気候・地形・土壌など）と

の関係は見逃せないが，ここでは本稿の趣旨から省略し

た。

4）カナダの農用地（表１）は，改良地と非改良地とに大

別され，さらに，前者は耕地・改良草地・夏期休閑地・

その他の改良地に分けられている。さらに,後者は林地・

その他の非改良地に分けられている。

5）カナダ連邦は１１州から構成されるが，Censusで農業

資料が載っているのは９州である。

6）図５に示したように牛の飼養にかかわる販売額が多い

ことからも首肯されよう。

7）Prairiesでは比較的雨量が少ないため，夏期休閑地は

土壌の湿り気を守り，栄養を戻すためには重要であり必

要なことである。

8）Prairiesにおける販売農作物から，1981年Censusに

みられる農業のタイプは概略次のようになる。

Manitoba州ではその６０％はwheat,bareley，flaxseed

（カナダの６０％）であるが，その他ではcanola（８％)，

Sunflower（４％)，potatoes（３％)，sugarbeet（２％）

などと多様化している。Saskatchwan州ではその８２％

はwheatであって，カナダ最大の生産地であり，その他

の作物ではbareley8％,canola7％などとなっている。

Alberta州のそれはｗheat５５％，bareley22％となっ

ており，その他の作物ではsugarbeet（カナダ最大の生

産）などがある。

－１６－
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ＡｌｍostnogeographicalstudyhasbeendonetillnowthatcomparesmarginallandsinCanadaand

Hokkaido、Toapproachthissubject,theauthorexaminedthetrendofthechangesofthemarginallands

andagriculturallanduseintermsofregionsandtimes・Theobtainedresultsareasfollows、

１．Theagriculturalareasdecreasedinsevenamongtheelevenprovinces，comparingl981withl961・

However,theagriculturalareasincreasedinPrairiesandBritishColumbia，andtheincreasedareasin

Prairiesaccountedfor80percentofthenationalagriculturalareas・Thispapermakesclearthechanges

iｎｔｅｒｍｓｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｆａｒｍｅｒｓ,farmingsizes,ａｎｄthecontentsofcultivatedlands、

2.ThechangesinPrairiesaresummarizedasfollows・AlthoughtheagricultumalareasinManitobawere

thesmallestamongthethreeprovinces,theincreaseanddecreaseratesoftheagriculturalareasineach

divisionweregreaterthanintheothertwoprovinces・Theagriculturalareasandaveragefarmingsize

perfamilywerethegreatestamongthethreeprovincesbuttheincreaseanddecreaseratesinthewhole

provinceswerecomparativelysmall・ＡｌthoughtheagriculturalareasinAlbertawerethesecondlargest

followingSaskatchwan，anditschangingpattemsineachcensusdivisionweresimilartothosein

Saskatchwan,theincreaseofimprovedpasturewaｓｇｒｅａｔｅｒｔｈａｎｉｎｔｈｅｏｔｈｅｒｔｗｏｐｒｏｖｉnces、

3．TheagriculturallandswereenlargeｄｉｎｔｈｅｅxtendareasinPrairies,butdecreaseinseveralcensus

divisions・Thedecreaseinagriculturalland,ｉｎparticular,werecharacterizedbytheretreatofintensive

marginallands,asintheperipheryofWinnipeg,andalsobytheretreatoftheextensivemarginallandas

inthedivisioｎ９ａｒｅａｉｎＡｌｂｅｒｔa．
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